
Nextcloud 導入事例

国立大学が教育学習用のシステムにNextcloudを採用
固定端末・VDI・BYOD の混在環境からでも利用可能な
容易で利便性の高いオンラインストレージを構築

1869年に大阪に開設された舎密局（せいみきょ
く）をルーツとし、1897年に創立。以来一貫して、
対話を根幹とする「自学自習」の理念を掲げ、創造
の精神を涵養する学問の都として世界に存在感
を示してきた。現在は、10の学部、18の大学院研
究科、13の研究所、14の教育研究施設、62の海外
交流拠点を有する国際的・学際的な総合大学に
発展。ノーベル賞やフィールズ賞、ガウス賞、ラス
カー賞など世界に冠たる賞の受賞者を多数輩出し
ている。
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国立大学法人 京都大学

　国立大学法人 京都大学（以下、京都大学）の情報環
境機構は、全学の学習・研究や運営活動を支える安全
性、利便性を備えた先端的な ICT サービス基盤の企
画・設計・運用を担う中核的組織として 2005 年に設
置された。学生や教職員が日常的に活用する多様な情
報システム・情報サービスの提供や、高度かつ安全な
情報環境の構築と利用者支援、高度な ICT 活用能力
を備えた人材の育成などを目的としている。具体的に
は、学生・教職員が授業や自主学習のために利用でき
る「教育用コンピュータシステム」のほか、「遠隔講義
システム」、「ラーニングマネジメントシステム」（LMS）、

「学生用メールシステム」、「教務情報システム」などの
運用を支援するのが主なミッションだ。
　2018 年 3 月に更新となった教育用コンピュータシ
ステムで は、今 回 新 たに BYOD（Bring Your Own 
Device）に向けた教育学習環境の整備・拡充が目玉
となった。だがそのためには、既存のサテライト教室
の固定型端末（Windows）や、新たに導入した仮想型
端 末（VDI：Windows/Linux）、および 学生 所有 PCと
の併存や、それらOSやハードウェアが異種混在な状

態でも均質な授業環境を提供する必要があった。ま
た、授業時間だけでなくキャンパス内外の自学自習時
でも教育用コンピュータシステムの利用を可能にする
ことも求められた。
　そこで、情報環境機構では、BYOD 環境における新
たなオンラインストレージ環境の整備に向けて、スタ
イルズが導入・運用をサポートするオンプレミス運用
が可能なオープンソース（OSS）のファイル共有・同期
システム「Nextcloud」を活用。教育用コンピュータシ
ステムで利用可能なオンラインストレージ環境を構築
することとなった。
　京都大学 情報環境機構 IT企画室 教授 梶田 将司氏
は、BYOD 導入の目的について、「ICT が急速に進化す
る中で、大学教育におけるコンピュータ活用も変化が
求められています。特に教育用コンピュータシステム
は 10 世代目となり、BYOD 化を積極的に進めること
で、特定の場所でしか使うことのできない固定型端末
を減らし、最終的には BYOD を基本とする利用環境を
めざしています。現在はその移行期と考えています」と
語る。

https://nextcloud.stylez.co.jp/
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情報環境機構 IT企画室 
教授 博士（工学）
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U s e r ' s  d a t a 国立大学法人 京都大学  様

　学生には入学後にホームディレクトリがそれぞれ
付与され、それを基にサテライト教室の固定型端
末、VDI 端 末、BYOD 端 末の 3 種 類どれを使っても
シームレスに自分が保存したファイルにアクセス
し、さらにそのファイルの同期や共有を可能にする
ことも目標とされた。そのため、新たなオンラインス
トレージシステムの導入においては次の3 つを採用
の条件とした。
　1つ目はオンプレミス対応。現状の教育用コン
ピュータシステムはオンプレミスのファイルサー
バーで運用しているため、オンラインストレージも
パブリッククラウドサービスではなくオンプレミス
で運用できることが望ましかった。2 つ目はコスト。
学部学生、大学院生、教職員を合せると3 万名を超
えるため、低コストで導入可能なシステムが必 要
だった。3 つ目はベンダーロックインの回避。多くの
ユーザーが活用するため、ベンダーへの過度な依存
や不意なサービス終了などの不安がないシステム
が求められた。
　その条件で、2016 年12 月に資料提供招請をおこ
ない、Nextcloud を含めた複数の製品の導入説明
書を収集。2017年 3 月に仕様書に対する意見招請
を経て、9月の入札の結果、Nextcloud の導入が正
式に決定した。また、Nextcloud は、専用アプリケー
ションが無料なことや、Webブラウザの UI で操作
できるため Windows 端末とMac 端末で操作感が
変わらないことなどのメリットがあり、BYOD を進め
る上での重要な要件を備えていたという。
　一方、OSS 由来のシステムを導入することについ
て、梶田氏は特に抵抗はなかったと話す。京都大学
では OSS の利用を進めており、中でも大学教育支
援のための OSS 開発を世界規模で進める「Apereo 
Foundation」においては、国内では梶田氏が中心
となって積 極的にコミュニティに貢献するなど、
OSS への理解は深い。
　京都大学といえども予算確保が厳しい昨今、ICT
の高度化をおこなう上で OSS は重要な鍵になると
いう梶田氏は、OSS 導入によるコスト圧縮は大学と
しては取り組むべき重要な課題だと話す。
　「OSS 活用においては、開発期間の短縮のほかラ
イセンスフィーや導入コストを圧縮できる期待があ
る半面、セキュリティの確保やバージョンアップへ
の 対 応 な ど で 不 安 が あ る の も 事 実 で す。
Nextcloud は活用実績のある ownCloud をベース

としたソフトウェアなのでクオリティの高さは認識
しており、しっかりとした実装技術と豊富な経験に
基づくサポートがあれば、プロプライエタリなソフ
トウェアを導入するよりメリットは大きいと判断し
ました」（梶田氏）

　教 育用コンピュータシステムの Nextcloud は、
2018 年 3月に本番運用を開始した。1 年を経た時点
での登録ユーザー数は約 3 万 5000。主に学部学生
と大学院生、教職員が利用している。また、教育用
コンピュータシステムとは別に、ICTシステムの実験
場を提供する「キャンパス ICT ラボ」のオンライン
ストレージサービスにもNextcloud が活用され、現
在はその2 系統で利用されている状況だ。
　教育用コンピュータシステムでは、BYOD・固定端
末・VDI で作業したファイルは個人の「Nextcloud
フォルダ」に保存されることで、いつでも・大学内
外のどこからでも容易に取り出すことができるとい
う仕組みになっている。さらに同期や共有が可能に
なったことも最大の変化といえる。
　これまでは、「Windowsフォルダ」と「Linuxフォ
ルダ」などが用意されているだけで、それぞれの OS
に対応した端末に利用は限定されていたが、新たに
Nextcloudフォルダが追加されたことで、OS を問
わずスマートフォンなどからでも利用できるように

なり、利便性は格段に向上したという。
　「ログを見る限りNextcloud には頻繁にアクセス
されており、多くのユーザーに利用されていること
がわかります。このような大規模ユーザーによる、
BYOD・固定端末・VDI からのハイブリッド型アクセ
ス環境を整えているケースは国内では稀なため、今
後は BYOD 端末からのデータ共有に関する学内ア
ンケートを実施し、教育学習環境への影響と評価
を調査する予定です」と梶田氏は語る。
　教育用コンピュータシステムのような止められな
いセキュアなシステムに、OSS 由来の Nextcloud が
活用されたことは、今後高等教育関係者の間でも
大きな注目を集めるだろう。現在も世界中の大学・
研究機関・民間企業で利用され、Nextcloud は日々
ブラッシュアップしている。Nextcloud の公式パー
トナーであるスタイルズも、コミュニティへのコント
リビュートや日本語対応などを充実させつつ、過去
の検証事例や他社の実績の知見をサポート品質向
上に役立てていく考えだ。

BYOD を実現するストレージ環境に向け
オンプレミス運用可の Nextcloud に注目

OSS オンラインストレージを採用しBYOD 化に向けたコスト削減と
ベンダーロックインによる不安解消を実現

オンラインストレージをオンプレミス運用することで
OSやハードウェアが異なる端末からの利用でも均質な授業環境を提供

容易なアクセスとファイル共有でオンラインストレージの利便性が格段に向上し
学生の自学自習を強力に支援

Nextcloud の公式パートナーであるスタイルズのサポートにより
OSS 導入による開発期間短縮とコスト圧縮を両立
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OSS 活用によるICTコストの圧縮は
大学としては取り組むべき課題

自学自習後のファイルをNextcloud に保存
容易なアクセスのほか同期・共有も実現

国立大学法人 京都大学  様Nextcloud 導入事例

スタイルズは 2003 年の設立以来、企業が円滑な事業を行うのに必要な ITインフラの構築や、システム開発・保守、ソフトウェアの開発などを手掛けているシステム
インテグレーターです。AWS（Amazon Web Services）をはじめ各種クラウドやベンダーパートナーとして総合的な IT サービスを展開しています。近年、サポート切れ
ソフトウェアや費用対効果が悪くなった環境下にある Webシステムを、最適な環境下や最新システムへの移植を行う「レガシーアプリ移行サービス」に特に注力し、
企業のシステムの導入～維持にかかる総費用の削減やデジタル化推進に貢献を目指しています。
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